




























































































〈山蓋劇と伎楽〉 〈伎楽と山台仮面劇〉 伎楽 河回別神仮面劇
伎楽 山霊仮面劇 伎楽 山塞仮面劇 打物 楽士
治道 告杷・上佐舞 打物 オム 治道 チョレギ
呉公 オム・蓮葉 踊物 墨僧 呉公 両班
獅子舞 ナシ 呉公 蓮葉 呉女（四人） 閤氏・プネ
迦棲羅・金剛 八墨僧・完甫 迦棲羅・金剛 八墨僧・完甫 金剛 イメ
波羅門 サダンノリ（冠僧） 波羅門 冠僧 波羅門 （僧）
昆掃 老丈 昆嵩 老丈 昆嵩 僧
力士 酔発 力士 酔発 力士 白丁
大孤 ミヤル婆 酔胡王 両班 酔胡 ソンビ
酔胡 両班 太孤父 老翁 太孤父 ハルミ（婆）



























































































































































































































































































































並べた結果、 『観世音寺資財帳Jと 『新撰楽譜』 を境界に、上の古い方には資財
帳の類が集中し、下の新しい方には楽譜の類が集中するという、偶然ではある
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⑤767 神護景雲元 ・二 （『績日本紀』）
























































































































②『H本演劇の展開J、高野辰之、 岩波書店、昭和 70 
③『能楽源流考J、能勢朝次、 岩波書店、昭和13。
④『中快重芸能史の研究一古代からの継承と創造一』、林屋辰三郎、 岩波書店、 1960。
⑤ 日本思想大系 『古代中世重芸術論』、林屋辰三郎、岩波書店、 1973。
⑥『円本芸能史j第I巻 原始 ・古代、整能史研究会編、 法政大学出版局、 1981。
⑦『東大寺要録』、全図書房、昭和19。
⑧［大日本仏教会書J寺誌叢書、仏書刊行会、名著普及会、1986。
⑨「伎祭と鎮護国家』、新川歌亀男、 音と映像と文字による大系 『日本歴史と芸能 第2巻古代仏教
の荘厳 国家・権力・ 音』(1990、平凡社）所収。
⑩「伎豊能考』、羽塚啓明、 『東亜音楽論叢』（岸過成雄、山一書房、H日和18年） 所収。
⑪ 講座｝！本の演劇2『古代の演劇』、諏訪春雄・ 菅井幸雄編集、勉誠社、 1998。
(] -1伎祭伝来：新川登亀男 I1-2伎楽演出 新川査亀男 I1-3伎楽而 中村保雄）。
⑫「雅楽と伎楽」、田謹尚雄、田辺先生還暦記念『東亜音楽論叢.I（岸辺成雄、 U1－・書房、昭18）所収。
⑬ 東洋音祭選書 〔十〕 『雅楽 一古楽譜の解読－j、林謙三、音楽之友社、昭和440
⑭「法隆寺伎楽而小考 ーその伝来と構成をめぐって－.I、浅井和春「仏教芸術」161、19850
⑮「平安時代の伎築資料J、池田政敏、 「日本暦史J36、1951。
⑮「味摩之の伎築学習地の検証 くれ （呉） の地の比定を中心に－.I、成浮勝、 「演劇映像」42、2001。
［注］
1) 「於釜山倭館務城祝賀能』「御本丸朝鮮人御馳走之御能」。
2) 『墨海山~： J 所収の 「朝鮮人舞楽拝覧之筆語」。
3) 高麗楽 ・阿涼楽（困伎）・消楽 （清商楽）・天竺楽 ・安l五｜楽・亀慈楽 （康車伎）・文康伎 ・康国伎 ・
疎初J伎。





7) 「伎楽考」、羽塚啓明、 『東亜音楽論叢.I（岸通成雄、 11－書房、昭和18年） 所収。


















また、 『龍源紗Jには、 「行道楽」として、 「秋風楽・烏向楽・渋河烏・裏頭楽」の曲名が挙がっ
ている。
11) この記事は、ほぼそのままの形で豊原統秋の 『樫源室長、j(1512）に継承されている。
12) 『日本書紀J皇極二年十一月の斑鳩寺における入鹿関係の「子レ時五色幡蓋。種種伎楽。」と 『日
本三代実録Jに願文中に登場する「伎楽」が二例あるが、これらは切り離して考える。
13) 尊経閤善本影印集成 『色葉字類抄J二巻本の巻末の解説では、院政期極末写と説明している。
＊討議要旨
神野藤昭夫氏は、味摩之が伝えた伎楽（＝呉楽）が、その後の伎楽の源流であると捉えてよいのか
という点と、発表者の発言の中に、独自性が認められる高句麗・百済の伎楽と、後の韓国の伎楽との
関連は考えにくいとあったが、この独自性はどういうものかについて質問した。一点目については、
900年前後に伎楽の位相の変換があったということがあり、そのころに味摩之が伝えた伎楽は途絶えた
と考えるべきとし、 三点目の韓国の伎楽については、かつて、文献に登場する百済伎楽、高麗伎楽の
用例を調べたことがあるが、その 「伎楽」が仮面劇の伎楽のことを指しているのかは不明であるとし
て、韓国の伎楽との関連性について、現時点で言うことはできないとした。また韓国における伎楽研
究自体、日本で真伎楽が登場した後、野村万之丞の訪韓以降ということも言え、研究の積み重ねが不
足している現状を説明し、こうした状況下の研究に慎重であるべきとした。
続いて神野藤氏は、 一般的に獅子舞と伎楽の関係をいう発言があるが、これについてはどんな意見
を持っているかと問うた。発表者は、味摩之のころの伎楽は、治道が出て獅子が出るということが基
本ではなかったかという意見であるとし、そこからの変遷を述べた。『教訓抄Jによると、行道があ
り、治道がなくなっているという記述があるが、発表者はそうなった時期は平安時代ではないかとと
いう見解を示している。雅楽においての行道は、ほとんど練り歩くという行為をしないが、例えば韓
国の仮面劇などでは、土地を治めるために練り歩くということをする。さらに最後には観客を巻き込
む舞があることから、土地を練り歩き五穀豊穣を願う行為と、場のすべてのものが踊るという行為は
一対のものであると考える。こうした意味合いを本来持っていた伎楽から治道が消えた分、その行為
の意味が獅子に課せられていったと推測する。伎楽が雅楽に入っていったころには、 音楽としての側
面が強調されるようになったが、獅子については 『懐中譜』に獅子があるように音楽として独立して
おり、いつしか伎楽から獅子の部分が独立していったことがわかる。伎楽舞にもともとあった、土地
を守る儀式としての意味が中世以降広まったということではないかとした。韓国や東南アジアの土地
を治める獅子舞の例もみながら、なぜ治道が消え獅子が残ったかは今後の諜題としたいとした。
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